


ﾑ▲▲はじめに▲▲△

もともと人には「もっとこうしたい」とか「こういう風になりたい」という
ように、将来に向けてより良く変化したい気持ちが備わっています。それは、
成長への内なる想い、つまり「志（こころざし)」です。

「どうしたいか」「どうなりたいか」は人それぞれあると思いますが、「望む
仕事をしたい」「認められたい」「いろいろなことに挑戦したい」「周りの人と
の関係をよくしたい」「コミュニケーションを円滑にしたい」など、「志」を持
って日々取り組むことが、充実した仕事、充実した生き方の源になるのだと思
います。

この講座は、「学生から社会人となって初期段階にある人」もしくは、その

初期段階を終えようとしていて「今後一段高いステージでの活躍が期待される
人」を対象としています。

そして、そうした方々の成長を後押しするポイントが､次の「７つのパワー」
としてまとめられています。

－自己成長のパワー（第１章、第２章）

－複眼，効率のパワー（第８章）

一コミュニケーションのパワー（第４章）

－職場の人間関係のパワー(第５章第Ｂ章）
－チームのパワー（第７章）

一心の健康を保つパワー（第Ｂ章）

一仕事改善のパワー（第９章）
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◇◇

受講者の皆さんには実際の仕事場面をふり返って頂きながら、それを題材と
して学ぶ内容となっていますので、この３カ月間、日々の出来事に本講座を

位置づけて取り組んでみてください。受講されるすべての方にとって、将来に
向けたステップアップの一助となるものと思います。
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２大切にしたいものは何か？_それを知るには仕事経験が必要－１７
８キャリア初期段階の好ましい習慣２２
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４将来のイメージを持とう２７
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第３章:いまの仕事を異なる視点で捉えてみよう
１仕事場面での“複眼視点'’３２

（１）仕事とわたしの関連図３４

（２）複眼視点のポイント３９

２仕事と時間の“効率視点'’４３
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Ｅ聴く６１

（１）「聴く」とはどういうことか６１

（２）聴くときのポイント６３

３伝える６６

（１）伝わったかどうかは、相手の受け止め方次第一伝えるときのポイント－６６
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１上司との関係に注目する８２

（１）上司が部下に対して持つ力８２
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